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　大宝元 (701) 年には『大
たいほうりつりょう

宝律令』という法律が制
定され、天皇を頂点とした律令国家が成立します。
地方の行政組織は国

くに

・郡
こおり

・郷
さと

( 里 ) に区分されます。
　平安時代のはじめごろ、現在の福島県から岩手県
にかけての東北地方の太平洋側は「陸

む つ の く に

奥国」と呼ば
れています。陸奥国の拠点として、現在の宮城県多
賀城市に国

こ く ふ た が じ ょ う

府多賀城が造営されます。その下には、
地域のまとまりごとに複数の郡に分かれ、中心施設
として役所や寺院が設置されています。また、都へ
の主要道路や伝達手段としての馬や食料を提供する
駅が整備されました。陸奥国と下

しもつけのくに

野国（現在の栃木
県あたり）との国

くにざかい

境に「白
しらかわのせき

河関」が置かれ、人や物
の往来を管理していました。

「便りあらばいかで都へ告げやらむ　
　　                          　今日白河の関は越えぬと」

　平安時代にまとめられた歌集には、白河関関
などの陸奥国の地名が詠まれた和歌が収めらが収めら
れており、遠くはなれた都の人々にとって憧とって憧
れの地だったことがうかがえます。

平
たいらのかねもり

兼 盛（「拾遺集」）

( 便りを送ることができたなら、どう都に告げよう
か、今日私が白河関を越えるところだと！ )

【古代陸奥国と本展示で紹介する主な郡と施設等の位置図】
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　福島県の県南域は「　福島県の県南域は「白白
しらかわのこおりしらかわのこおり

河郡河郡」と呼ばれ、」と呼ばれ、
陸陸
む つ の く にむ つ の く に

奥国奥国の中で一番大きな郡でした。白河の中で一番大きな郡でした。白河
官官
か ん がか ん が

衙衙遺跡群からは、複数の建物跡ととも遺跡群からは、複数の建物跡ととも
に瓦や「白」と書かれた器などが見つかっに瓦や「白」と書かれた器などが見つかっ
ており、白河郡の役所跡や寺院跡と考えており、白河郡の役所跡や寺院跡と考え
られています。特にられています。特に礎礎

そ せ きそ せ き

石石のあるのある総総
そうばしらそうばしら

柱柱の建の建
物跡が規則的に並んでいる一帯は、税と物跡が規則的に並んでいる一帯は、税と
して集めた米を保管した米倉が集まったして集めた米を保管した米倉が集まった
正倉院とみられます。正倉院とみられます。
　律令制では　律令制では租租

そそ

・・調調
ちょうちょう

・・庸庸
ようよう

などの税があなどの税があ
り、租は収穫した米の約 3％を納めるり、租は収穫した米の約 3％を納める
もので、地方財政にあてられました。もので、地方財政にあてられました。
水水
すいとうこうさくすいとうこうさく

稲耕作稲耕作に適した低地の周囲にはいくつに適した低地の周囲にはいくつ
もの集落が営まれており、農耕具としてもの集落が営まれており、農耕具として
使用されたとみられる使用されたとみられる鍬鍬

くわくわ

あるいはあるいは鋤鋤
すきさきすきさき

先先のの
刃なども見つかっています。刃なども見つかっています。

　　墨墨
ぼ く し ょ ど きぼ く し ょ ど き

書土器書土器とは、文字や記号、絵などが墨で描かれとは、文字や記号、絵などが墨で描かれ
た器で、それらにはた器で、それらには縁縁

え ん ぎえ ん ぎ

起起の良い文字など、願いや祈の良い文字など、願いや祈
りが込められているものがあります。りが込められているものがあります。河河

か せ ん あ とか せ ん あ と

川跡川跡などかなどか
らまとまって見つかるものは ‘ おまつり ’ で使われらまとまって見つかるものは ‘ おまつり ’ で使われ
たものでしょうか？たものでしょうか？
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なめかたのこおりなめかたのこおり

方郡方郡、、宇宇
うだのこおりうだのこおり

多郡多郡は福島県北部の太平は福島県北部の太平
洋に面した３つの郡です。標葉郡の役所などで洋に面した３つの郡です。標葉郡の役所などで
使われたとみられる使われたとみられる軒軒

のきまるがわらのきまるがわら

丸瓦丸瓦の模様は、白河郡のの模様は、白河郡の
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とよく似ています。とよく似ています。
　行方郡、宇多郡では、海岸から採集した　行方郡、宇多郡では、海岸から採集した砂砂
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山あいの集落
　平安時代の集落には、新たに　平安時代の集落には、新たに山山

さ ん か ん ちさ ん か ん ち

間地間地にに営営
いとないとな

まれまれ
た小規模なものがみられるようになります。た小規模なものがみられるようになります。
　おそらくは山林の資源を活用した木材の　おそらくは山林の資源を活用した木材の伐伐
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　本展の開催にあたり、次の機関からご協力を頂きました。　
厚く御礼申し上げます。（順不同）
南相馬市教育委員会・願成寺・国見町・泉崎村教育委員会・
白河市・岩手県奥州市歴史公園えさし藤原の郷
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